
(57)【要約】

【課題】ゼロクロス付近でのチャタリング現象が低減出

来る極性判断電流を求め、速度及び電流ひずみの最小化

ができるデッドタイム補償手段を持つＡＣモータ駆動装

置を提供する。

【解決手段】ＰＷＭ電力変換装置とを備えたＡＣモータ

駆動装置において、デッドタイム補償手段は、指令電流

から指令電流極性を判断する指令電流極性判断手段１０

２と、検出電流から検出電流極性を判断する検出電流極

性判断手段１０１と、指令電流極性と検出電流極性との

情報から最終電流極性を判断する最終電流極性判断手段

１０３とを有することを特徴とする。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ａ Ｃ モ ー タ へ 流 れ る 電 流 を 検 出 す る 電 流 検 出 手 段 と 、 指 令 電 流 と 検 出 電 流 と か ら 偏 差 電 流
を 計 算 す る 偏 差 電 流 演 算 手 段 と 、 前 記 偏 差 電 流 か ら 指 令 電 圧 の 演 算 を 行 う 電 流 制 御 部 と 、
電 流 極 性 を 決 め る 電 流 極 性 判 断 手 段 を 有 し 、 デ ッ ド タ イ ム 補 償 電 圧 を 出 力 す る デ ッ ド タ イ
ム 補 償 手 段 と 、 前 記 電 流 制 御 部 か ら 計 算 さ れ た 指 令 電 圧 に 前 記 デ ッ ド タ イ ム 補 償 電 圧 を 加
え て 最 終 指 令 電 圧 を 演 算 す る 電 圧 加 算 演 算 手 段 と 、 前 記 電 圧 加 算 演 算 手 段 に よ り 得 ら れ た
最 終 指 令 電 圧 の 情 報 を 用 い 直 流 電 圧 か ら 交 流 電 圧 へ の 変 換 を 行 う Ｐ Ｗ Ｍ 電 力 変 換 装 置 と を
備 え た Ａ Ｃ モ ー タ 駆 動 装 置 に お い て 、
前 記 デ ッ ド タ イ ム 補 償 手 段 は 、
指 令 電 流 か ら 指 令 電 流 極 性 を 判 断 す る 指 令 電 流 極 性 判 断 手 段 と 、
検 出 電 流 か ら 検 出 電 流 極 性 を 判 断 す る 検 出 電 流 極 性 判 断 手 段 と 、
前 記 指 令 電 流 極 性 と 前 記 検 出 電 流 極 性 と の 情 報 か ら 最 終 電 流 極 性 を 判 断 す る 最 終 電 流 極 性
判 断 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る Ａ Ｃ モ ー タ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 最 終 電 流 極 性 判 断 手 段 で は 、 前 記 指 令 電 流 極 性 と 前 記 検 出 電 流 極 性 が 同 一 で あ る 場 合
は 最 終 電 流 極 性 と し て そ の ま ま 確 定 し 、 異 な る 場 合 は 前 記 指 令 電 流 と 前 記 検 出 電 流 と を 加
算 し て 新 し い 電 流 を 演 算 し 、 そ の 電 流 か ら 最 終 電 流 極 性 を 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の Ａ Ｃ モ ー タ 駆 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 Ａ Ｃ モ ー タ 駆 動 装 置 に 関 し 、 特 に Ｐ Ｗ Ｍ イ ン バ ー タ の デ ッ ド タ イ ム 補 償 に 関 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 電 圧 形 イ ン バ ー タ で は 、 上 下 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 同 時 導 通 に よ る 電 流 短 絡 事 故 を 防
止 す る た め に デ ッ ド タ イ ム を 設 け て い る 。 Ｐ Ｗ Ｍ イ ン バ ー タ は ス イ ッ チ ン グ 回 数 に 伴 っ て
電 流 制 御 性 能 が 高 い 反 面 、 デ ッ ド タ イ ム の 影 響 を 多 く 受 け や す い 。 特 に 、 低 速 と 軽 負 荷 の
運 転 時 に お け る 電 流 制 御 へ の 影 響 は 大 き く 、 電 流 歪 み と ト ル ク 脈 動 の 一 因 と も な る 。
こ う し た イ ン バ ー タ 装 置 の デ ッ ド タ イ ム 設 定 で 生 じ る 損 失 電 圧 を 補 償 す る に は 、 先 ず 、 デ
ッ ド タ イ ム 設 定 に よ る 正 確 な 損 失 電 圧 絶 対 値 Ａ Ｂ Ｓ Ｖ ｌ ｏ ｓ ｓ の 把 握 が 必 要 で あ り 、 式 （
１ ） で 計 算 で き る （ 特 開 平 １ １ － ９ ８ ８ ９ ９ 号 公 報 ） 。 又 、 こ の 損 失 電 圧 絶 対 値 は デ ッ ド
タ イ ム 補 償 電 圧 絶 対 値 Ａ Ｂ Ｓ Ｖ ｃ ｏ ｍ ｐ と し て 扱 え る 。
Ａ Ｂ Ｓ Ｖ ｌ ｏ ｓ ｓ ＝ Ａ Ｂ Ｓ Ｖ ｃ ｏ ｍ ｐ ＝ ｔ ｄ × ｆ ｃ × Ｖ ｄ ｃ ＝ （ ｔ ｄ ／ ｔ ｃ ） × Ｖ ｄ ｃ 　
　 　 （ １ ）
こ こ で 、 ｔ ｄ は デ ッ ド タ イ ム （ オ ン デ ィ レ イ 時 間 ） 、
ｆ ｃ は ス イ ッ チ ン グ キ ャ リ ア 周 波 数 （ ＝ １ ／ ｔ ｃ ） 、
ｔ ｃ は ス イ ッ チ ン グ キ ャ リ ア 周 期 時 間 、
Ｖ ｄ ｃ は 直 流 電 圧
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
デ ッ ド タ イ ム 補 償 法 は 、 単 純 に 電 流 の 極 性 値 （ 正 、 又 は 負 ） と デ ッ ド タ イ ム の 補 償 電 圧 絶
対 値 Ａ Ｂ Ｓ Ｖ ｃ ｏ ｍ ｐ と の 情 報 か ら 補 償 を 行 う こ と が 出 来 る が 、 二 つ の 情 報 の 中 で 電 流 極
性 の 判 断 は デ ッ ド タ イ ム 補 償 法 の ア ル ゴ リ ズ ム に お い て も っ と も 重 要 な 処 理 で あ り 、 正 確
な 極 性 判 断 が 必 要 で あ る 。 電 流 極 性 の 従 来 判 断 方 式 に お い て は 、 検 出 電 流 が よ く 用 い ら れ
て い る 。
図 ３ は 従 来 の デ ッ ド タ イ ム 補 償 法 の 全 体 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 に お い て 、 ２ は デ ッ ド タ イ
ム 補 償 手 段 、 １ １ は Ａ Ｃ モ ー タ 、 １ ２ は 位 置 セ ン サ で あ る エ ン コ ー ダ 、 １ ３ は 電 流 セ ン サ
で あ る 電 流 検 出 手 段 、 １ ４ は 速 度 演 算 手 段 、 １ ５ は 電 流 偏 差 演 算 手 段 、 １ ６ は Ｐ Ｉ 制 御 部
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で あ る 電 流 制 御 部 、 １ ７ は Ｐ Ｗ Ｍ 電 力 変 換 装 置 、 １ ８ は 直 流 電 圧 、 ２ ０ １ は 電 流 極 性 判 断
手 段 、 ２ ０ ４ は 補 償 電 圧 絶 対 値 、 ２ ０ ５ は 電 圧 加 算 演 算 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
次 に 図 ３ の 動 作 を 説 明 す る 。 電 流 検 出 手 段 １ ３ は Ａ Ｃ モ ー タ １ １ へ 流 れ る 電 流 を サ ン プ リ
ン グ 区 間 毎 に 検 出 し 、 偏 差 電 流 演 算 手 段 １ ５ は 、 指 令 電 流 Ｉ ＊ か ら 検 出 電 流 Ｉ ｆ ｂ を 差 し
引 い て 偏 差 電 流 Δ Ｉ を 計 算 し 、 電 流 制 御 部 １ ６ で は 偏 差 電 流 Δ Ｉ に ゲ イ ン を 掛 け 算 し て 指
令 電 圧 Ｖ ＊ の 演 算 を 行 う 。 ま た 、 電 流 極 性 判 断 手 段 ２ ０ １ で は 検 出 電 流 Ｉ ｆ ｂ を 用 い て 電
流 極 性 の 判 断 を 行 っ た 後 、 そ の 電 流 極 性 値 Ｐ ｏ ｒ Ｍ （ ＋ １ 又 は － １ の 値 ） を 補 償 電 圧 絶 対
値 で あ る Ａ Ｂ Ｓ Ｖ ｃ ｏ ｍ ｐ に 掛 け 算 し て デ ッ ド タ イ ム 補 償 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ ｐ の 演 算 を 行 う 。
最 後 に 、 電 圧 加 算 演 算 手 段 ２ ０ ５ で デ ッ ド タ イ ム 補 償 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ ｐ を 指 令 電 圧 Ｖ ＊ に 加
え て 最 終 指 令 電 圧 Ｖ ｆ ＊ を 計 算 し 、 Ｐ Ｗ Ｍ 電 力 変 換 装 置 １ ７ に 入 力 し 、 Ａ Ｃ モ ー タ １ １ を
駆 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ９ ８ ８ ９ ９ 号 公 報 （ ２ 頁 、 （ １ ） 式 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ７ ５ ４ ９ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 従 来 技 術 で は 、 極 性 判 断 電 流 と し て 検 出 電 流 が 用 い ら れ て い る 。 そ の 極 性 判 断
電 流 の 検 出 電 流 は 、 ス イ ッ チ ン グ ノ イ ズ を 含 ん で い る た め ゼ ロ ク ロ ス 付 近 で チ ャ タ リ ン グ
現 象 が 生 じ 、 電 流 極 性 の 判 断 ミ ス が 起 き や す い 。 従 っ て 、 上 記 の 極 性 判 断 電 流 を 利 用 す る
と 、 電 流 極 性 の 判 断 が 正 し く 行 わ れ ず 、 デ ッ ド タ イ ム 補 償 を 行 わ な か っ た 場 合 よ り も 更 に
速 度 と 電 流 特 性 に 悪 影 響 （ 歪 の 増 加 ） を 与 え る と い う 問 題 が あ る 。
そ こ で 、 本 発 明 は 、 ゼ ロ ク ロ ス 付 近 で の チ ャ タ リ ン グ 現 象 が 低 減 出 来 る 極 性 判 断 電 流 を 求
め 、 速 度 及 び 電 流 ひ ず み の 最 小 化 が 出 来 る よ う な デ ッ ド タ イ ム 補 償 手 段 を 持 つ Ａ Ｃ モ ー タ
駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 問 題 を 解 決 す る た め 本 発 明 は 、 Ａ Ｃ モ ー タ へ 流 れ る 電 流 を 検 出 す る 電 流 検 出 手 段 と 、
指 令 電 流 と 検 出 電 流 と か ら 偏 差 電 流 を 計 算 す る 偏 差 電 流 演 算 手 段 と 、 前 記 偏 差 電 流 か ら 指
令 電 圧 の 演 算 を 行 う 電 流 制 御 部 と 、 電 流 極 性 を 決 め る 電 流 極 性 判 断 手 段 を 有 し 、 デ ッ ド タ
イ ム 補 償 電 圧 を 出 力 す る デ ッ ド タ イ ム 補 償 手 段 と 、 前 記 電 流 制 御 部 か ら 計 算 さ れ た 指 令 電
圧 に 前 記 デ ッ ド タ イ ム 補 償 電 圧 を 加 え て 最 終 指 令 電 圧 を 演 算 す る 電 圧 加 算 演 算 手 段 と 、 前
記 電 圧 加 算 演 算 手 段 に よ り 得 ら れ た 最 終 指 令 電 圧 の 情 報 を 用 い 直 流 電 圧 か ら 交 流 電 圧 へ の
変 換 を 行 う Ｐ Ｗ Ｍ 電 力 変 換 装 置 と 、 を 備 え た Ａ Ｃ モ ー タ 駆 動 装 置 に お い て 、
前 記 デ ッ ド タ イ ム 補 償 手 段 は 、 指 令 電 流 か ら 指 令 電 流 極 性 を 判 断 す る 指 令 電 流 極 性 判 断 手
段 と 、 検 出 電 流 か ら 検 出 電 流 極 性 を 判 断 す る 検 出 電 流 極 性 判 断 手 段 と 、 前 記 指 令 電 流 極 性
と 前 記 検 出 電 流 極 性 と の 情 報 か ら 最 終 電 流 極 性 を 判 断 す る 最 終 電 流 極 性 判 断 手 段 と を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 前 記 最 終 電 流 極 性 判 断 手 段 で は 、 前 記 指 令 電 流 極 性 と 前 記 検 出 電 流 極 性 が 同 一 で あ
る 場 合 は 最 終 電 流 極 性 と し て そ の ま ま 確 定 す る こ と と 、 異 な る 場 合 は 前 記 指 令 電 流 と 前 記
検 出 電 流 と を 加 算 し て 新 し い 電 流 を 演 算 し 、 そ の 電 流 か ら 最 終 電 流 極 性 を 判 断 す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る デ ッ ド
タ イ ム 補 償 法 に 関 す る 全 体 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る デ ッ ド タ
イ ム 補 償 手 段 に 関 す る 詳 細 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 従 来 と 同 一 名 称 に は で き る だ け 同 一 符 号 を
付 け 重 複 説 明 を 省 略 す る 。 図 １ が 従 来 と 異 な る 部 分 は 、 デ ッ ド タ イ ム 補 償 手 段 １ を 備 え る
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部 分 で あ る 。
図 １ の 全 体 ブ ロ ッ ク 図 に お い て 、 電 流 検 出 手 段 １ ３ は Ａ Ｃ モ ー タ １ １ へ 流 れ る 電 流 を サ ン
プ リ ン グ 区 間 毎 に 検 出 し 、 偏 差 電 流 演 算 手 段 １ ５ は 指 令 電 流 Ｉ ＊ か ら 検 出 電 流 Ｉ ｆ ｂ を 差
し 引 い て 偏 差 電 流 Δ Ｉ を 計 算 し 、 電 流 制 御 部 １ ６ は 偏 差 電 流 Δ Ｉ に ゲ イ ン を 掛 け 算 し て 指
令 電 圧 Ｖ ＊ の 計 算 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
デ ッ ド タ イ ム 補 償 手 段 １ は 電 圧 加 算 演 算 手 段 １ ０ ５ 、 補 償 電 圧 絶 対 値 を 演 算 す る 補 償 電 圧
絶 対 値 手 段 １ ０ ４ 、 最 終 電 流 極 性 判 断 手 段 １ ０ ３ 、 指 令 電 流 極 性 判 断 手 段 １ ０ ２ 、 検 出 電
流 極 性 判 断 手 段 １ ０ １ か ら 構 成 さ れ る 。 図 ２ の 詳 細 ブ ロ ッ ク 図 に お い て は 、 指 令 電 流 極 性
判 断 手 段 １ ０ ２ は 指 令 電 流 か ら 指 令 電 流 極 性 を 判 断 し 、 検 出 電 流 極 性 判 断 手 段 １ ０ １ は 検
出 電 流 か ら 検 出 電 流 極 性 を 判 断 す る 。 そ し て 指 令 電 流 極 性 判 断 手 段 １ ０ ２ と 検 出 電 流 極 性
判 断 手 段 １ ０ １ の 判 断 結 果 は 、 最 終 電 流 極 性 判 断 手 段 １ ０ ３ へ 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ １ 】
最 終 電 流 極 性 判 断 手 段 １ ０ ３ で は 、 表 １ の よ う に 前 記 指 令 電 流 極 性 と 前 記 検 出 電 流 極 性 が
同 一 で あ る 場 合 （ 表 １ の 条 件 １ と 条 件 ４ ） は 最 終 電 流 極 性 Ｐ ｏ ｒ Ｍ と し て そ の ま ま 確 定 す
る 。
し か し 、 前 記 指 令 電 流 極 性 と 前 記 検 出 電 流 極 性 が 異 な る 場 合 （ 表 １ の 条 件 ２ と 条 件 ３ ） は
指 令 電 流 と 検 出 電 流 と を 加 算 し て 新 し い 電 流 を 演 算 し 、 そ の 電 流 か ら 最 終 電 流 極 性 Ｐ ｏ ｒ
Ｍ を 判 断 す る 。
そ の 電 流 極 性 値 Ｐ ｏ ｒ Ｍ （ 正 の 場 合 は ＋ １ 、 負 の 場 合 は － １ ） を 補 償 電 圧 絶 対 値 Ａ Ｂ Ｓ Ｖ
ｃ ｏ ｍ ｐ に 掛 け 算 し て デ ッ ド タ イ ム 補 償 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ ｐ を 計 算 す る 。 最 後 に 電 流 制 御 部 １
６ で 求 め た 指 令 電 圧 Ｖ ＊ に デ ッ ド タ イ ム 補 償 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ ｐ を 加 え て Ｐ Ｗ Ｍ 電 力 変 換 装 置
へ 入 力 す る 最 終 指 令 電 圧 Ｖ ｆ ＊ を 計 算 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 Ａ Ｃ モ ー タ へ 流 れ る 電 流 を 検 出 す る 電 流 検 出 手 段 と
、 指 令 電 流 と 検 出 電 流 と か ら 偏 差 電 流 を 計 算 す る 偏 差 電 流 演 算 手 段 と 、 前 記 偏 差 電 流 か ら
指 令 電 圧 の 演 算 を 行 う 電 流 制 御 部 と 、 電 流 極 性 を 決 め る 電 流 極 性 判 断 手 段 を 有 し 、 デ ッ ド
タ イ ム 補 償 電 圧 を 出 力 す る デ ッ ド タ イ ム 補 償 手 段 と 、 前 記 電 流 制 御 部 か ら 計 算 さ れ た 指 令
電 圧 に 前 記 デ ッ ド タ イ ム 補 償 電 圧 を 加 え て 最 終 指 令 電 圧 を 演 算 す る 電 圧 加 算 演 算 手 段 と 、
前 記 電 圧 加 算 演 算 手 段 に よ り 得 ら れ た 最 終 指 令 電 圧 の 情 報 を 用 い 直 流 電 圧 か ら 交 流 電 圧 へ
の 変 換 を 行 う Ｐ Ｗ Ｍ 電 力 変 換 装 置 と 、 を 備 え た Ａ Ｃ モ ー タ 駆 動 装 置 に お い て 、 前 記 デ ッ ド
タ イ ム 補 償 手 段 は 、 指 令 電 流 か ら 指 令 電 流 極 性 を 判 断 す る 指 令 電 流 極 性 判 断 手 段 と 、 検 出
電 流 か ら 検 出 電 流 極 性 を 判 断 す る 検 出 電 流 極 性 判 断 手 段 と 、 前 記 指 令 電 流 極 性 と 前 記 検 出
電 流 極 性 と の 情 報 か ら 最 終 電 流 極 性 を 判 断 す る 最 終 電 流 極 性 判 断 手 段 と を 有 し 、 ま た 、 前
記 最 終 電 流 極 性 判 断 手 段 で は 、 前 記 指 令 電 流 極 性 と 前 記 検 出 電 流 極 性 が 同 一 で あ る 場 合 は
最 終 電 流 極 性 と し て そ の ま ま 確 定 す る こ と と 、 異 な る 場 合 は 前 記 指 令 電 流 と 前 記 検 出 電 流
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と を 加 算 し て 新 し い 電 流 を 演 算 し 、 そ の 電 流 か ら 最 終 電 流 極 性 を 判 断 す る 。 す な わ ち 、 検
出 電 流 極 性 に 指 令 電 流 極 性 の 情 報 を 加 え 、 最 終 的 な 電 流 極 性 判 断 を 求 め る こ と で 、 ゼ ロ ク
ロ ス 付 近 で 極 性 判 断 の チ ャ タ リ ン グ 現 象 が 低 減 で き 、 速 度 及 び 電 流 ひ ず み の 最 小 化 が で き
る と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る デ ッ ド タ イ ム 補 償 法 に 関 す る 全 体 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る デ ッ ド タ イ ム 補 償 法 に 関 す る 詳 細 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 デ ッ ド タ イ ム 補 償 法 の 全 体 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
＊ 　 指 令 を 表 す 添 字
Ｖ ｄ ｃ 　 イ ン バ ー タ の 直 流 電 圧
Ｖ ＊ 　 　 指 令 電 圧
Ｖ ｆ ＊ 　 最 終 指 令 電 圧
Ｉ ＊ 　 　 指 令 電 流
Ｉ ｆ ｂ 　 検 出 電 流
Δ Ｉ 　 偏 差 電 流
ω 　 速 度
ω ｆ ｂ 　 検 出 速 度
θ 　 位 置
θ ｆ ｂ 　 検 出 位 置
ｔ ｄ 　 　 デ ッ ド タ イ ム 時 間
ｆ ｃ 　 　 ス イ ッ チ ン グ キ ャ リ ア 周 波 数 （ ＝ １ ／ ｔ ｃ ）
ｔ ｃ 　 ス イ ッ チ ン グ キ ャ リ ア 周 期 時 間
Ａ Ｂ Ｓ 　 絶 対 値
Ａ Ｂ Ｓ Ｖ ｌ ｏ ｓ ｓ 　 損 失 電 圧 絶 対 値
Ａ Ｂ Ｓ Ｖ ｃ ｏ ｍ ｐ 　 補 償 電 圧 絶 対 値
Ｖ ｃ ｏ ｍ ｐ 　 デ ッ ド タ イ ム 補 償 電 圧
Ｐ ｏ ｒ Ｍ 　 電 流 極 性 の 値 （ 正 と 負 、 又 は － １ と ＋ １ ）
１ １ 　 Ａ Ｃ モ ー タ
１ ２ 　 エ ン コ ー ダ （ 位 置 セ ン サ ー ）
１ ３ 　 電 流 検 出 手 段 （ 電 流 セ ン サ ー ）
１ ４ 　 速 度 演 算 手 段
１ ５ 　 電 流 偏 差 演 算 手 段
１ ６ 　 電 流 制 御 部 （ Ｐ Ｉ 制 御 部 ）
１ ７ 　 Ｐ Ｗ Ｍ 電 力 変 換 装 置
１ ８ 　 直 流 電 圧
１ 　 本 発 明 の デ ッ ド タ イ ム 補 償 手 段
２ 　 従 来 の デ ッ ド タ イ ム 補 償 手 段
１ ０ １ 　 検 出 電 流 極 性 判 断 手 段
１ ０ ２ 　 指 令 電 流 極 性 判 断 手 段
１ ０ ３ 　 最 終 電 流 極 性 判 断 手 段
１ ０ ４ 、 ２ ０ ４ 　 補 償 電 圧 絶 対 値
１ ０ ５ 、 ２ ０ ５ 　 電 圧 加 算 演 算 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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